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• 核酸（DNA等）合成
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新技術の概要
化学合成した核酸断片を、

３’－エキソヌクレアーゼを用いて精製する方法

・オリゴヌクレオチド合成法は、１回の縮合反応の収率が９９％で
あっても微量な副反応によって変異が導入されたり、又は所望の鎖
長に満たないオリゴヌクレオチドが生じることが多い

・特に50merを超えるような長鎖オリゴヌクレオチドの合成を行う場
合、これらの変異を有するオリゴヌクレオチドや短鎖オリゴヌクレ
オチドをHPLC等で除去することは容易ではない

・本発明は、化学合成した核酸断片を、３’－エキソヌクレアーゼを用
いて精製する方法であって、核酸合成過程において３’－エキソヌク
レアーゼによる酵素分解に耐性である化学修飾基を該核酸断片の３’
末端の核酸に導入又は誘導し、３’－エキソヌクレアーゼにより処理
する工程を含む方法により、核酸合成過程において生じる不純物を
除去する方法を提供

• 核酸の化学合成において生じる不純物を選択的
に除去する方法を提供

３’－エキソヌクレアーゼを用いた
長鎖核酸の精製法
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ＰＣＡ法における３’－エキソヌクレアーゼによる精製の効果
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